
❤
や
っ
ち
ゃ
ん
の
似
顔
絵
提
供
：
ひ
さ
か
さ
ん 

 

昭
和
二
十
一
年
九
月
八
日
、
強

制
労
働
へ
行
く
た
め
に
小
さ
な
舟

に
大
勢
の
捕
虜
が
乗
せ
ら
れ
、
ア

ム
ー
ル
河
支
流
の
川
を
渡
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
舟
が
激
流
に
の
み

込
ま
れ
、
三
十
六
人
の
う
ち
二
十

四
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
大
惨
事

に
遭
い
ま
し
た
。
父
が
生
き
残
れ

た
の
は
、
数
日
前
に
戦
友
が
川
に

飯
盒
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
そ
の

飯
盒
が
左
岸
へ
流
れ
て
行
っ
た
の

を
思
い
出
し
、
元
の
岸
へ
戻
る
の

で
は
な
く
左
岸
へ
向
っ
て
泳
い
だ

お
蔭
で
し
た
。
そ
の
時
の
情
景
が

父
の
手
記
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
…
流
れ
に
ま
か
せ
て
左
岸
へ
向

か
っ
た
。
瞼
に
家
族
の
顔
が
次
々

に
浮
ん
で
く
る
。
『
し
っ
か
り
し

ろ
、
死
ん
じ
ゃ
駄
目
だ
ぞ
』
と
励

ま
し
て
く
れ
る
。
故
郷
の
山
々
や

高
津
戸
の
峡
谷
も
目
に
映
る
。
そ

いい話 

に
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
（
予
科
練
）

と
し
て
十
六
歳
で
入
隊
し
ま
し
た
。
そ

の
時
の
「
御
祝
受
納
帳
」
に
は
親
戚
や

近
所
の
人
た
ち
の
名
前
が
百
人
以
上
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
人
の
子
供
達
が

次
々
と
出
征
し
た
時
の
祖
父
母
の
心
情

や
、
前
橋
か
ら
大
間
々
へ
嫁
い
で
す
ぐ

に
夫
を
送
り
出
し
た
私
の
母
の
こ
と
を

思
う
と
心
が
痛
み
ま
し
た
。
幸
い
に
も

三
人
無
事
に
生
き
て
帰
っ
て
く
れ
た
の

で
私
た
ち
姉
弟
や
従
兄
弟
が
生
ま
れ
、

今
も
皆
、
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

ｔ
父
は
終
戦
後
、
捕
虜
と
な
り
、
シ
ベ

リ
ヤ
に
抑
留
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様

子
を
記
し
た
「
戦
慄
の
思
ひ
で
」
と
題
す

る
父
の
手
記
に
は
、
過
酷
な
強
制
労
働
の

様
子
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 
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今
年
は
戦
後
八
十
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
、
我
家
で
も
父
や
叔
父
た
ち

の
戦
争
の
体
験
を
語
り
継
ぎ
、
今
、

生
き
て
い
る
有
難
さ
を
家
族
全
員
で

感
謝
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ 

わ
我
家
で
は
、
父
・
松
﨑
福
司
が
昭

和
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日
に
二
十

七
歳
で
出
征
。

叔
父
の
弘
平
は

十
八
年
に
二
十

歳
で
学
徒
出
陣

で
出
征
し
、
そ

の
下
の
叔
父
の

豊
作
は
十
九
年

 

 
 

我
家
の
第
二
次
世
界
大
戦 

第
三
百
六
十
二
号
は
令
和
七
年
十
月
一
日
（
水
）
発
行
予
定
で
す
。 

虹

の

架

橋

⇐

検

索

で

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

 

第
二
十
九
回
全
国
芝
居
小
屋
会
議
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
な
が
め
余
興

場
で
「
七
代
目
三
遊
亭
円
楽
襲
名
特
別

興
行
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
七
代
目
円

楽
を
襲
名
す
る
王
楽
さ
ん
は
、
父
親
の

好
楽
さ
ん
と
共
に
何
度
も
な
が
め
余
興

場
の
舞
台
に
上
っ
て
い
ま
し
た
。
当
日

の
出
演
は
、
七
代
目
・
三
遊
亭
円
楽
の

他
、
三
遊
亭
遊
雀
、
入
船
亭
扇
辰
、
三

遊
亭
萬
橘
の
落
語
と
太
神
楽
曲
芸
師
の

鏡
味
仙
志
郎
と
い
っ
た
豪
華
な
顔
ぶ

れ
。
舞
台
の
上
に
豪
華
メ
ン
バ
ー
が
並

ぶ
襲
名
披
露
口
上
も
楽
し
み
で
す
。 

う
だ
、
家
族
は

毎
日
俺
の
無
事

を
祈
っ
て
い
る

の
だ
。
絶
対
死

ん
で
は
な
ら
な
い
」
そ
う
思
う
と

急
に
元
気
が
沸
い
て
き
た
。
…
」 

ｇ
極
寒
の
シ
ベ
リ
ヤ
で
の
抑
留
生

活
に
耐
え
抜
い
た
父
は
昭
和
二
十

二
年
六
月
二
十
六
日
に
舞
鶴
港
に

着
き
、
念
願
の
故
国
の
土
を
踏
み

ま
し
た
。
そ
の
後
、
命
を
落
と
し

た
戦
友
の
家
を
一
軒
一
軒
探
し
歩

き
、
抑
留
生
活
の
様
子
を
伝
え
て

き
た
と
最
後
に
記
し
て
い
ま
す
。
Ｊ

ｊ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ｔ

父
は
死
ぬ
ま
で
毎
年
、
四
月
二
十

九
日
に
靖
國
神
社
に
参
拝
し
、
亡

く
な
っ
た
戦
友
に
手
を
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
。
私
の
名
前
の
「
靖
」

は
、
靖
國
神
社
の
「
靖
」
だ
と
父

は
生
前
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

第
二
十
九
回
全
国
芝
居
小
屋
会
議 

 

全
国
芝
居
小
屋
会
議
は
、
芝
居
小
屋

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
と
共
に
芝

居
小
屋
を
通
じ
て
文
化
の
継
承
と
発
展

を
図
る
目
的
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
昔

は
全
国
各
地
に
芝
居
小
屋
が
あ
り
、
個

性
あ
る
地
域
文
化
を
育
て
る
役
目
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
残
っ
て
い

る
の
は
全
国
で
約
十
六
ヵ
所
ほ
ど
に
な

り
、
逆
に
そ
の
価
値
が
見
直
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
な
が
め
余
興
場
で
の
会
議

の
開
催
は
、
平
成
九
年
、
平
成
二
十
一

年
に
次
い
で
三
回
目
。
全
国
か
ら
多
く

の
仲
間
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

 

  

 

旧
東
村
花
輪
出
身
の
古
美
門
佳
一
郎
さ
ん
が
描
い
た

奥
日
光
小
田
代
ヶ
原
に
あ
る
白
樺
『
貴
婦
人
』
の
絵
は

足
利
屋
や
ア
ス
ク
で
時
々
展
示
し
て
い
る
作
品
で
す
。

こ
の
絵
に
魅
せ
ら
れ
て
数
年
前
に
親
友
と
二
人
で
奥
日

光
へ
行
き
、
『
貴
婦
人
』
を
観
て
き
ま
し
た
。
男
体
山

の
山
裾
に
立
つ
白
樺
は
正
に
貴
婦
人
の
品
格
を
湛
え
て

い
て
感
動
し
た
の
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い

ま
す
。
昔
、
古
美
門
さ
ん
か
ら
油
絵
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
絵
は
、
描
い
た
人
の
思
い

と
、
そ
の
絵
を
見
る
人
の
思
い
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
感

動
の
世
界
が
生
れ
ま
す
。
こ
の
絵
を
見
る
た
び
に
、
も 

 

う
一
度
、
こ
の
白
樺
を
観
に
行
き
た
く
な
り
ま
す
。 

 
 

六
十
年
前
に
私
が
習
っ
た
祇

園
囃
子
を
三
十
年
前
に
娘
や
息

子
が
叩
き
、
今
年
は
愛
妻
や
娘

夫
婦
や
孫
と
一
緒
に
親
子
三
代

で
山
車
の
上
で
太
鼓
を
叩
き
ま
し
た
。 

 

大
間
々
祇
園
祭
は
、
上
州
三
大
祇
園

と
称
さ
れ
、
四
年
後
に
は
四
百
年
を
迎

え
ま
す
。
五
穀
豊
穣
、
悪
疫
退
散
と
、

町
民
の
心
を
ひ
と
つ
に
し
た
い
と
い
う

願
い
か
ら
、
京
都
の
八
坂
神
社
の
御
分

霊
を
い
た
だ
き
、
大
間
々
祇
園
祭
り
を

始
め
た
神
明
宮
の
宮
司
・
大
楽
院
勝
尊

の
願
い
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

少
子
高
齢
化
で
祭
り
の
担
い
手
が

減
っ
て
い
ま
す
が
、
変
え
て
は
い
け
な

い
も
の
を
守
り
、
時
代
の
変
化
に
合
わ

せ
て
祭
り
を
続
け
た
い
も
の
で
す
。 

 

（さとこ）

 野口さんは、みどり市でもお馴染み

の水彩画家。虹の架橋30周年記念冊子

『題字な友だち』の表紙も描いていた

だきました。アリが10匹ありがとう。 

父・松﨑福司 

11月29日 13時半開演 

会場：ながめ余興場   

木戸銭：4,000円

靖ちゃん日記 
やっ 


